
 
 
                                                                                                      

 

PC 建築 

概要 

            
  

  

(仮称)麴町 444 プロジェクト施工報告 

－狭小地に建つ複雑な建物形状－ 
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   本建物は柱・梁に場所打ち PC工法を取り入れたことで特徴的な意匠を実現し，都心特有の狭小で変形した敷地を最大

限に活用したオフィスビルである．構造はプレストレスト鉄筋コンクリート造，建物規模は地上 12 階・塔屋 1 階・地下

1 階，最高高さ 50ｍとなっており，工事名称は東京都千代田区麹町 4 丁目 4 番地 4 号の地名より麹町 444 プロジェクト

新築工事としている． 
敷地は交通量の多い国道 20 号(麹町通り)に面し，反対側の私道とは高低差が 2.5m あり，間口は約 10m と狭いが奥行

きは約 25m で中間部分が細くくびれた敷地である．建物は周囲の敷地境界から 500mm の離隔で配置され，敷地両側の

隣接建物も同様に近接して建てられている． 
既存建物解体後の新築工事になるが既存杭が残置されているため，杭との干渉を避け新設建物のコーナー部には杭お

よび柱を配置できない状況である．これらの条件をクリアするためスパン中央寄りに扁平柱を配置し，その両側に片持

ち梁を配しており，建物コーナー部分は柱を介さずハンチ形状の梁同士を接合している．(南側全景を写真-1 に示す) 
本報告は施工上の課題であったハンチ付き片持ち梁の接合部と同梁直下の鋼製建具の納まり検討，都心の厳しい立地

条件下での施工計画上の工夫点について述べる． 
 

特徴 
  １． 部材概要 

意匠性を重視し柱および大梁は幅 500mm で統一されている．柱は部材断

面 500mm×2000mm でスパン中央部に配置(図-1)され PC 鋼棒により接合

している．建物コーナー部の大梁形状は，柱側基端 500mm×1200mm，コ

ーナー先端 500mm×550mm で，片持ち梁同士を現場緊張接合し(図-2)，梁

底には直に大型スチールサッシが取り付き，内部コンクリート打放し，外部

コンクリート打放しの上チェーン引き仕上げである． 
 

２． 大梁接合部と梁底納まり 
梁底レベルを外側コーナーでそろえると，内側コーナーでは部材長さの短

い梁が他方よりも梁底が低くなり段差が生じてしまう(図-3)．この段差を解

消するため柱側基端と内外コーナーの 3 点を基準レベルとし，梁底をねじら

せた面とした．ねじれを含む許容差を 5mm 以内としサッシ取り付けのため

の躯体精度を確保した．施工検討では 3D プリンターにより梁底面の勾配を

3 次元的に把握し型枠建込時と，コンクリート打設後の実測管理を徹底し

た． 

    
        KKeeyy  WWoorrddss：狭小地，複雑な建物形状，大梁接合部 

 

図-2  柱・梁配置状況 

  

写真-1  南側全景 
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図-3 大梁接合部 

図-1  新設と既存杭配置図 

 
 
                                                                                                      

 

BIM / CIM 

概要 

            
  

  

NEXCO 松山 IC 管理施設増築工事 施工 BIM 報告 

－松山 IC 管理施設－ 
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   西日本高速道路四国支社は，2016 年に発生した熊本地震を受けて，四国管内の橋梁の耐震補強工事が増加し，松山道

では 4 車線化や IC 改築，スマート IC 新設などの事業も本格化．円滑な事業進捗や災害対応への体制を強化するため，

松山自動車道の松山 IC 管理施設の増築を行うこととした． 
今回の敷地は，上空に 66,000V の高圧送電線が架かり，地下には松山市道を含め 3 系統のボックスカルバートおよび

24 時間稼働の重要なインフラが埋まっている．また西側は法面と擁壁を挟んで道路が約 7m 低く，東側はガードレール

を挟んで高速道路という立地である．このような敷地を NEXCO 関係者が利用している中，既設構造物を解体，ライフ

ラインを撤去または切り替えながら，増築および改修を行うという工事である．特に管理事務所増築工事においては，

増築部地下に既設管理事務所から料金所にかけて既設地下通路（ボックスカルバート）があり，この地下通路を一度撤

去したのち，既設事務所と高速道路から約 2m という狭い範囲の中に事務所を増築し，地下通路をライフラインも含めて

再接続するという内容である． 
これらの条件に効率的に対応するため BIM を導入し，注意が必要な作業を立体的に視覚化し手順の確認，干渉・納ま

りの検討，数量化等にどのように反映できたかの報告である． 
 

結果 

 
 

  １． 手順，干渉・納まり検討 
1.1 高圧送電線 
 四国電力の高圧送電線が敷地上空 16.9m の高さに架かっており，離隔距

離が 4.0m 必要．この離隔距離範囲を BIM モデル化し，高圧送電線付近で

の揚重作業時は，BIM モデル上で揚重機の配置，ブーム長さ・各角度を検

討後，各制限値を明確にしクレーンオペレーターの理解を容易にした． 

 
1.2 地中埋設物 
既設ボックスカルバートの現地測量ポイント座標をもとにBIMモデル化

し，山留位置，料金所地下通路切断位置の検討，カルバート上の土被りが

薄い部分での埋設配管，舗装勾配の検討に使用した． 
松山市道ボックスカルバート直近の給油施設埋設タンクが計画位置で

は，山留がボックスカルバートと干渉し施工できないことがBIMモデル上

で事前に判明し，給油施設位置の変更に繋がった． 
また既設建物を半分解体し，跡地に新設する棟においても，新設の基礎

が既設の基礎に干渉しないように事前に位置変更を行い，時間的ロスを回

避できた． 
 
1.3 納まりの検討 
 立体駐車場棟の基礎配筋をモデル化し，鉄骨アンカーボルト支持用のア

ンカーフレームの形状ならびに配置検討を行った． 

 新築建物部分に限らず，既設建物の躯体もモデル化し，改修工事段階に

おける配管ルートを BIM モデル上で事前検討した． 

 

２．数量化 
既設構造物を BIM モデル化の上，解体部分の重量を算出し使用重機の選

定，また地表面測量結果を BIM モデルに反映し土量の算出，新設構造物の

BIM モデルから範囲設定した打設コンクリート数量の算出を行い，積算時

間の短縮に繋げた． 

 

３．2D 図面化 
上記各 BIM モデルを 2D 出力し，発注者へ提出する正式な施工図として

使用．変更修正対応時も BIM モデルを修正することにより，平面・立面・

断面各図の修正漏れや図面間の食い違いの解消に繋がった． 
 

 
KKeeyy  WWoorrddss：BIM，REVIT，Dynamo，3D，PLATEAU，3 次元，視覚化  

 

図-3  CON 数量算出 

図-1  鉄骨建方検討 

図-2  地下構造物検討 
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